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会
社
は
、「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
の
さ
ら
な
る

飛
躍
に
向
け
た
新
た
な
組
織
と
働
き
方
」
な
る
組
織

体
制
、
人
事
賃
金
制
度
、
労
働
条
件
の
す
べ
て
を
抜

本
的
に
改
悪
す
る
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

　
改
め
て
国
鉄
分
割
・
民
営
化
が
焦
点
に

　

提
案
資
料
に
お
い
て
も
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
お

い
て
も
、「
国
鉄
由
来
の
制
度
や
職
場
の
あ
り
方
を

変
え
る
」
と
い
う
こ
と
が
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て
い

ま
す
。
国
鉄
分
割
・
民
営
化
―
Ｊ
Ｒ
発
足
に
か
け
た

狙
い
を
改
め
て
貫
徹
す
る
と
い
う
意
図
が
表
れ
て
い

ま
す
。

し
た
。
実
際
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
を
契
機
に
、
総

評
が
自
ら
解
散
し
連
合
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

終
身
雇
用
や
年
功
制
賃
金
・
定
期
昇
給
と
い
う「
日

本
的
な
労
使
関
係
」
は
当
時
か
ら
問
題
に
さ
れ
、
抜

本
的
な
解
体
が
狙
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
年
金
制
度
に

つ
い
て
も
、確
定
拠
出
年
金
法
が
01
年
に
施
行
さ
れ
、

「
30
年
後
に
は
報
酬
比
例
部
分
を
完
全
民
営
化
」
と

さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
と
の
闘
い
は
「
国

鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
」
と
し
て
継
続
さ
れ

ま
し
た
。
連
合
傘
下
の
労
組
で
も
支
援
陣
形
が
広
が

り
、
政
府
や
大
資
本
が
簡
単
に
「
自
由
に
で
き
る
」

状
況
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
終
身
雇
用
や
定
期

昇
給
解
体
の
攻
撃
、
公
的
年
金
制
度
の
解
体
・
民
営

化
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
現
在
も
「
や
り
切
れ
て
い
な

い
課
題
」
で
す
。

　
攻
撃
の
全
社
会
化
を
狙
う
提
案

　

Ｊ
Ｒ
東
の
今
回
の
提
案
は
、
Ｊ
Ｒ
内
部
だ
け
の
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
鉄
分
割
・
民
営
化
が
そ
う

だ
っ
た
よ
う
に
、
Ｊ
Ｒ
で
攻
撃
の
モ
デ
ル
を
作
り
、

全
社
会
化
し
よ
う
と
い
う
狙
い
で
す
。

　

そ
の
核
心
は
、〈
労
働
組
合
解
体
と
社
友
会
の
組

織
化
を
通
じ
て
、
労
働
条
件
を
根
本
か
ら
解
体
・
改

悪
す
る
〉
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
反
撃

の
力
は
職
場
の
団
結
し
た
声
と
闘
い
、
闘
う
労
働
組

合
で
す
。

　

国
鉄
分
割
・

民
営
化
は
、
戦

後
最
大
の
労
働

運
動
解
体
攻
撃

で
あ
り
、
日
本

に
お
け
る
新
自

由
主
義
攻
撃
の

本
格
的
な
出
発

点
で
し
た
。

　

国
鉄
に
お
け

る
労
働
運
動
の

解
体
を
通
し

て
、
日
本
労
働

運
動
全
体
を
攻

撃
す
る
狙
い
で

「JR 東日本グループのさらなる飛躍に向けた新たな

組織と働き方」プレスリリースより

◯国鉄時代に由来する事業運営体制と人事・賃金制

度について抜本的に見直す

◯国鉄時代に由来する…エリア区分や職場、本部・

支社、本社による３層構造…を超えていく

◯国鉄由来の人事・賃金制度を抜本的に改正

◯国鉄由来の都市手当等を見直し

◯国鉄由来の退職一時金制度を廃止

ＪＲ東日本 組織体制、人事・賃金
制度、労働条件の抜本的改悪提案

「国鉄由来廃止」を繰り返し強調


